
平成29年度当初予算
総額 １,５１６.４億円規模

平成２９年度長野市一般会計予算（案）のポイント①

平成29年度当初予算は１,４８７.４億円（対前年度比６５.８億円,   ４.２％減）

平成28年度当初予算
１,５５３.２億円

平成28年度補正予算
（未来への投資を実現する経済対策を活用）

２９.０億円

平成29年度当初予算
１,４８７.４億円

H28から65.8億円の予算減となったが、
H28の補正予算で29.0億円前倒しして事業

主な増減としては、
①第四学校給食センターなど大規模建設事
業がH28に終了したため、投資的経費が
75.3億円の減
②社会保障関係経費（扶助費）や借金返済
（公債費）等に係る経費が19.9億円の増！

予算規模はH22（合併後初年度）並みに。
大規模プロジェクトも一段落し、通常運転
規模として、新たにスタート

平成29年3月 財政課

平成２９年度当初予算は、
「第五次総合計画のスタートを飾る、芽出しの予算」
「選択と集中、スクラップ＆ビルドを活かした細マッチョ予算」

義務的経費 696.1億円
（対前年度19.9億円、 2.9％増）

投資的経費 215.4億円
（対前年度75.3億円、25.9％減）

を実施するため、実際には「1,516億円」
規模に！
（事業費が突出したH26を除くH22以降過去６年
間の平均額は1,521億円）

（単位：億円）



平成２９年度長野市一般会計予算（案）のポイント②

にぎわいある
まちづくり

魅力ある地域づくり

第五次総合計画
（案）

２３７.３億円
⇒ ふるさと応援寄附金・過疎地域高校生通学費補
助成・鉄道施設バリアフリー化・一支所一モデ
ル・広葉樹林造成モデル 等

６７.１億円
⇒ 移住/定住促進・重要伝統的建造物群保存地区保
存整備・城山公園再整備・信州ディスティネー
ションキャンペーン関連 等

第五次総合計画の3本柱に予算を重点配分５４８.８億円（対前年度比６３.１億円,１３.０％増）

（計画推進重点テーマ１）

（計画推進重点テーマ２）

活力あるまちづくり

まちづくり

２４４.４億円
⇒ 結婚支援・赤ちゃん先生プロジェクト・子育て
生活応援アプリ配信・糖尿病予防シンポジウム・
ながので輝くおしごと応援・ジビエ肉処理加工施
設整備 等

第五次総合計画を主軸に据え、平成29年度予算では、
「バランスの取れた」
（多様なニーズに対応しつつ、健全財政を堅持）

「スリムで」
（選択と集中・スクラップ＆ビルドで財源を確保）

「分野横断的な」
（縦割り廃止、庁内部局間・圏域の市町村と連携）

施策を展開!!

（計画推進重点テーマ３）

平成29年度予算編成
方針を踏まえつつ、
第五次総合計画に

対応！



投資から維持の時代へ。選択と集中・スクラップ＆ビルドでメリハリのある予算編成を軸に

〇 新年度予算で投資的経費が大幅減
となったのは、
「ハコモノ等大規模事業終了に伴
う事業費の自然減」

〇 長野冬季オリンピック開催及び北
陸新幹線延伸を果たし、近年では大
規模プロジェクトの終了により、
「県都長野市には高度な社会イ
ンフラが蓄積・充実」

（大型公共事業）
◇ 第一庁舎・芸術館建設（外構除く）
◇ 斎場建設
◇ 善光寺口駅前広場整備
◇ 小中学校耐震化（99.7%）
◇ 南長野運動公園総合球技場（Uスタ）整備
◇ 第四学校給食センター建設
◇ 新中央消防署建設・システム整備

◇ ごみ処理施設建設・関連施設建設

残るは…

平成２９年度長野市一般会計予算（案）のポイント③

◇ ごみ処理施設建設・関連施設建設
◇ 第一学校給食センター改築
◇ 駅周辺第二土地区画整理
◇ 街路北部・川中島・県庁緑町線整備
◇ 各支庁舎等改築 等

〇 「市民にとって身近な生活周りの道路等に係る維持修繕費は増額」
することにより、市民ニーズに応えつつ一定の事業規模・機会は確保

ex.
市道改良小規模事業 284,000千円（対前年度 26%増）
反射鏡設置事業 20,000千円（対前年度 43%増）
河川改修小規模事業 247,830千円（対前年度 11%増）
除雪機械等整備事業 152,561千円（対前年度 223%増）
市道舗装小規模等事業 338,130千円（対前年度 38%増）

⇒「市内の５か所に土木事務所を設置」（平成29年度～）し、スピーディかつ柔軟に対応

⇒「地域維持型契約方式の導入」（平成28年度）により、地域の担い手を確保

公共事業が竣工した
に留まらず、必要な
ところには...



☆子育てや社会保障関係のための予算は、重厚かつ幅広に確保☆

６１億円
１０億円
６４億円
３億円

２２億円
６６億円
５０億円
１２億円
５０億円
４７億円
３７億円
４億円

（事業費の大きい主なもの）
〇 児童手当
〇 放課後子ども総合プラン
〇 私立保育所・幼稚園・認定子ども園等運営給付等
〇 就園奨励費補助金
○ 子ども医療費給付等
○ 障害者（児）介護給付費・訓練等給付費
○ 法定扶助（生活保護）
○ 児童扶養手当
○ 介護保険特別会計繰出金
○ 後期高齢者医療関係負担金
○ 国民健康保険特別会計繰出金
○ 妊婦健康診査

平成２９年度当初
予算の約３割！

４２６億円！

〇 国県とともに、子育て支援の充実や、介護保険・後期高齢者医療の運営にしっかりと
取り組むとともに、子どもの医療費負担の軽減や、放課後子ども総合プランの充実、国
民健康保険の運営など、市独自の取組も進めています。

平成２９年度長野市一般会計予算（案）のポイント④

幸福度ランキング（日本総合研究所）
第２位 ／（42中核市部門）
次世代育成環境ランキング（NPO法人エガリテ大手前）
第６位 ／（42中核市部門）
地域ブランド・魅力度調査（ブランド総合研究所）
第78位 ／（1,000市区町村）

若い世代の安定
した雇用の創出
があればなぁ...

結婚、妊娠、出産、
子育ての切れ目の
ない支援があれば
なぁ…

４２６億円！

H27市民意識 アンケート

市民の皆様等の多様な声を予算に反映し、広く周知を図っていきます！

〇 第四次総合計画における無作為抽出によるアンケート指標を継続するとともに、第五
次総合計画では、一定期間継続的に同じ方に市政に関するアンケートを実施し、行政施
策の評価や市民意識の推移、その理由などを把握するため、「幸せ実感モニター」制度
を創設しました。

医療とか介護とか
気になるし、健康
でいたいなぁ…



市民の声を的確に施策に反映した、将来につながる新規・拡大事業

長野市の特色ある企業に魅力を発信する
機会を提供し、企業と雇用のマッチングを
推進するとともに、モデル事業として、求
人数が求職者数を大幅に上回る業種を対象
に、採用時に従業員が負担する移転費用の
一部を助成します。

ながので輝くおしごと応援事業

20,000千円

過疎地域から市街地の高等学校へ路線
バスにより通学する生徒に対し、通学費
の一部を支援します。

過疎地域高校生通学費補助事業

22,410千円

多様な植生の森づくりのため、市有林の
針葉樹の一部を広葉樹林に転換します。

広葉樹林造成モデル事業

住宅耐震改修事業補助金

○ 人口が減少していく中で、市民が求める、安定した雇用の創出や、子育てへの支援
のほか、健康長寿の実現や、防災体制の確立、将来を見据えた環境施策の推進などの新
規拡大事業を計上しました。

平成２９年度長野市一般会計予算（案）のポイント⑤

針葉樹の一部を広葉樹林に転換します。

2,170千円

糖尿病予防のため、食生活の改善や運動
習慣の定着に向けた訪問指導・健康相談等
を実施します。Ｈ２９年度は、糖尿病予防
の動機付けの強化を図るため、シンポジウ
ムを開催（Ｈ29.9.17 a.m.10:00～ 若里市民
文化ホール）

糖尿病の発症・重症化予防

25,271千円

ひとり親家庭の小中学生を対象に、学
習習慣の定着を図るため、定期的な学習
支援等を行います。

ひとり親家庭子どもの生活・学習支援

14,656千円

大規模地震災害による死者ゼロを目指し、
県と連携して耐震改修補助金を拡充する
（工事費の1/2・限度額100万円）とともに、
低所得者を対象に本市独自に上乗せ補助
（工事費の1/10・限度額20万円）を行いま
す。

住宅耐震改修事業補助金

112,000千円

既存の天然芝グラウンド３面に加え、新
たに２面の天然芝グラウンドを整備し、ス
ポーツができる環境を整えます。

千曲川リバーフロントスポーツガーデン改修

59,315千円

(H28予算 6,803千円）

(H28予算 23,407千円） (H28予算 38,531千円）

(H28予算 60,000千円）



当初予算は対前年度比65.8億円減も、財政調整等基金の取崩額は同比6.5億円増の32.2億円に

〇 一般財源や大規模公共事業の減少に伴う補助金等の特定財源が減少する
一方、地方債の元金償還や市費単独事業に充てるための一般財源のウエイ
トは増加したため、「予算規模が縮小しても財源不足は拡大」

平成２９年度長野市一般会計予算（案）のポイント⑥

「基金を取り崩さなけ
れば、当初予算の編成
に必要な一般財源は確
保できない」現状

（単位：億円）

財源
行政
ニーズ

行政の使命の一つは、「持続
可能な行政サービスの提供」
子や孫の代まで続く「幸せ
実感都市『ながの』」を目指
して...

バランスが
大事


